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 古代寺院造営氏族の研究経過と方法
 畿内の古代寺院と造営氏族
 近江の古代寺院と造営氏族
 同箔・同形式軒瓦と古代寺院の造営氏族
 一 古代寺院造営氏族の研究経過と方法
 日本における本格的な古代寺院の造営は、崇峻元年 (588) に蘇我氏の飛鳥寺に始まった。この造営では、
 百済から僧侶、 建築工、 鑪盤工、 造瓦工、 画工らを招来して行われた。 その後、 蘇我氏の豊浦寺、 蘇我傍
 系氏族による奥山久米寺、 和田廃寺、 」二宮王家による斑鳩寺、 四天王寺や渡来系氏族の鞍作氏による坂
 田寺な どの造営が進められ、 『日本書紀』 推古 32 年 (524)9月丙子条には、 寺およ び僧尼を調査 し、 寺46、
 僧 816 人、 尼 569 人、 合わせて !385 人であることを記す。 これらの飛鳥期に造営された寺院は、 素弁蓮華
 文軒丸瓦が葺かれ、 このような様式の軒瓦が出土する寺院は、 主として大和、 河内、 摂津、 和泉、 山背か
 らなる畿内と近江な どその周辺地域に分布する。
 また、 7世紀後半の白鳳時代には、 地方でも寺院造営が顕著に行われるようになり、 『扶桑略記』 持統6
 年 (692) 条には、 全国に 545寺が建立されたことが記されている。 この白鳳期に存在した寺院数は、 この
 時期の軒瓦が 600 箇所ほ どから出土することが知られてお り、 ほ ぼ一 致する。
 初期の古代寺院に葺かれた軒瓦は、 百済系の瓦当文様が導入され、 少し遅れて豊浦寺に蓮弁の中央に
 稜線をもつ高句麗系、 その後の白鳳期には単弁系と複弁系のものが製作され、 さらに軒平瓦も組合って
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 葺かれた。
 このような初期に造営された古代寺院に関しては、 保井芳太郎氏の 『大和上代寺院志』 (1932年) では、
 古代の文献史料はもとよ り、それ以後の中世、近世の関連史料をも収集 し、造営氏族にも言及 している が、
 確認 しうる寺院はごく 限られている。
 また、 石田茂作氏の 『飛鳥時代寺院量の研究』 (1936年) では、 飛鳥期に建立 したことが想定される 58
 寺院を収録 し、 その後の1944年 (昭和 19) に刊行した 『総説 飛鳥時代寺院蛙の研究』 には 「飛鳥時代寺
 院と氏族」を掲載 し、飛鳥時代 に建立さ れた確かな文献 史料をもつものと して、豊浦寺、飛鳥寺、四天王寺、
 法隆寺、熊凝精舎、坂田寺、広隆寺をあ げたほかに、 『日 本書紀』 から飛鳥時代に活躍 した 34 氏族を抽出 し、
 それらの寺院の周辺を本拠地と したこと が想定される氏族を推測 している。
 このように、 飛鳥、 白鳳寺院の初期の研究では、 寺院の創建時期、 伽藍配置を主として検討 し、 文献史
 料を踏まえて造営氏族にも言及 しているが、 寺院の所在地あるいは付近を本拠地とする氏族に言及 した
 にとどまっている。
 戦後、 飛鳥で飛鳥寺、 川原寺に対する画期的な調査が行われ、 古代寺院の遺構の調査方法が著しく発
 展 した。 また軒瓦類の製作技術の研究も進展 し、 軒瓦の編年と実年代の研究も進展をみた。
 1961年 (昭和 36)、 河内の新堂廃寺が調査され、 藤沢一夫氏は、 所在地が錦部郷にふくまれることを想
 定 し、 錦部氏ら数氏族を候補と した。
 さらに !970 年代からは、 古代寺院の発掘調査が増加するようになり、 寺院の造営時期をより具体的に
 把握 しう るよう にな り、 また寺院の性格を分析する具体的な考古学的な資料 を加えることになつ た。
 さて、 古代寺院に葺かれた同一の瓦当箔によって製作されたものが、 異なる寺院に葺かれたことを問
 題に した ごく初期の研究に、 1974 年 (昭和 49) の岡本東三氏による 「同箔軒平瓦について一下野薬師寺と
 播磨溝口廃寺一」 の論文がある。 ここでは、 東国の下野薬師寺から出土する平城宮 6682E 型式が、 播磨
 の溝口廃寺のものと同箔であることを明らかに し、中央官司が造営技術者を下野薬 師寺に派遣 した際に、
 官司 が所有する箱型を貸与 したと推測 した。
 1986 年 (昭和 61)、 菱田哲郎氏は、 飛鳥寺の創建軒丸瓦の蓮弁に桜花状のものと星状に表現したものと
 があり、 これらは丸瓦の製作技術も異に し、 二つの系譜の造瓦工人集団が関与 したことを明らかにした。
 その後、 前者は花組、 後者は星組と呼称 し、 初期の造瓦工人集団の動向が重要な検討課題となった。
 また 1994年 (平成6)、 山崎信二氏は、 平城宮・京から出土する同箔軒瓦の諸例を提示 し、 先に岡本氏が
 注目した下野薬師寺、 播磨の溝口廃寺に対 しても、 さらに同一の同箔軒瓦が興福寺でも出土することか
 ら、 瓦当苑を提供 したのは官司ではなく、 興福寺とかかわる藤原氏によるものと想定 している。
 さらに、 同年3月、 早稲田考古学会が雑誌 『古代』 で各地の寺院跡から出土する同箔・同系の軒瓦を研
 究対象と して特集号を編集している。 この企画の同箆軒瓦では、 飛鳥期に飛鳥に造営された蘇我氏関連
 の寺院から出土する同箔軒瓦の分有関係、 同箔軒瓦による寺院造営氏族と政治的な関連、 寺院と瓦窯と
 の関連による造営過程の復原、 美濃における複弁蓮華文軒丸瓦の地域的な展開、 畿内から地方への造反
 技術の導入のありかたな どの諸課題が論じられている。 また、 同系軒瓦の関連では、 同形式軒瓦と地域
 的なまとまり、 固有の軒瓦形式が分布する地域、 国分寺造営と地方豪族とのつながりなどが検討されて
 い る。
 以上のような同箆、 同系 (形式) 軒瓦を検討した論文では、 寺院の造営氏族の性格に言及 したものもあ
 り、 寺院を造営 した氏族の相互の関連を知りうる点が少なくないことがわかる。
 同年 12月、 菱田哲郎氏の 「瓦当文様の創出と七世紀の仏教政策」の論文では、 同箔・同形式軒瓦の背後
 にある政治的な課題が検討されている。 ここでは大和の木之本廃寺と摂津の四天王寺から出土する同範
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 の単弁蓮華文軒丸瓦から1.U田寺式軒丸瓦が創出された過程、 さらに木之本廃寺を紆明朝に造営された百
 済大寺とみなし、 その同苑軒瓦が四天王寺に移動した歴史的背景として阿倍倉橋麻呂の関与を具体的に
 想定する見解を述べている。
 また、 大脇潔氏は前述の 『古代』 の特集号で、 飛鳥に造営された蘇我氏に関連する寺院を検討 し、 その
 一つとして奥山久米寺に飛鳥寺、 豊浦寺から同範軒瓦、 同形式軒瓦が供給されていることから、 蘇我傍
 系氏族の寺院とみな し、 同箔軒瓦から造営氏族の性格をほぼ明らかにしている。
 このことは、 同萢軒瓦の分有関係を詳細に検討することによって、 寺院造営を行った造営氏族の性格
 を明らかに しうる可能性が高いことになる。
 また、 1999年 (平成 11)、 清水昭博氏は、 飛鳥期に造営された畿内の初期寺院に葺かれた軒瓦の系譜を
 検討し、 特別展の図録 『蓮華百相』 に、 花組、 星組、 奥山久米寺式、 高句麗系、 船橋廃寺式軒瓦の展開過程
 を整理 し、 さらに同苑軒瓦研究を進展させている。
 そこで、 本論文では、 各寺院に葺かれた同範、 同形式軒瓦の最新の成果をもとに、 特に同箔軒瓦の分有
 関係を重視し、 畿内と近江の飛鳥、 白鳳期の古代寺院を対象に、 造営氏族の検討を具体的に試み、 併せて
 同萢軒瓦、 同形式軒瓦の展開がもつ歴史的意義の検討を試みたものである。
 二 畿内の古代寺院と造営氏族
 畿内の7世紀に造営された古代寺院は、 大和の飛鳥を中心に 180箇所ほ どが知られている。 これらの
 うち、 飛鳥や藤原京城に建てられた32寺でも、 造営氏族が確定しているものは飛鳥寺、 豊浦寺、 坂田寺、
 山田寺、 桧隈寺、 本薬師寺、 大官大寺をふくむ12寺院に過ぎず、 半分に満たない。 本論文では、 近年の調
 査によっ て寺 院造営 に関連する 資料が増加 したものを主に対象に造営氏族の検討を試みた。
 第一章では、 畿内に造営された古代寺院のうち、 大和の飛鳥に造営された奥山久米寺を取り上げ、 同
 範軒瓦の分有関係を重視 し、 造営氏族の検討を試みた。
 奥山久米寺は、 飛鳥寺の北 700メートルに位置 し、 奥山久米寺式と呼ぶ角端点珠形式を創出して葺い
 た寺院とみなされている。 1980年以後の発掘調査で、 塔、 金堂、 講堂を一列に配したことが確認されて
 いる。 ここからは奥山久米寺式の軒丸瓦が6型式出土 したほか、 飛鳥寺、 豊浦寺、 和田廃寺の同箔軒瓦な
 どが出土 しており、 大脇潔氏によって蘇我傍系氏族の寺院に想定されてきた。 さらに 「少治田寺」 と記す
 墨書土器が出土したことから、 寺名は小泊田寺で、 小墾田臣によって造営されたとする見解がだされて
 い る。
 葺かれた奥山久米寺式の6型式のうち、 最古のA型式は奈良県五條市天神山窯で生産されている。 こ
 こは宇智郡坂合部郷も しく は隣接する位置にあることから、蘇我傍系氏族と して知られる11氏族のう ち、
 境部臣摩理勢と最も深い関連があったものとみなされる。 また、 D型式は楠葉平野山瓦窯で生産されて
 おり、この瓦窯は四天王寺の瓦類を生産 した上宮王家の瓦窯であることから、上宮王家と深い関連をもっ
 たことが想定される。 さらに、 金堂の造営後、 山田寺式による塔の完成までは中断した時間が介在する。
 以上のことからすると、 奥山久米寺は境部臣摩理勢が建立したものとみなされる。 しかし、 摩理勢は
 推古天皇の後継者と して山背王兄王を強く押したことから、 蘇我蝦夷によって倒され、 寺院造営は中断
 することにな り、 墨書土器からみて壬申の乱の後に功臣となった蘇我傍系氏族の小墾田臣氏が完成 した
 ものと想定される。
 第二章では、 奥山久米寺式の同箔および同形式軒丸瓦の展開と、 これを葺いた各寺院を造営 した氏族
 を具体的に検討 し、 氏族相互の関連を検討した。 その結果、 奥山久米寺式軒瓦を葺いた寺院は、 いずれ
 も境部臣摩理勢、 雄摩侶と関連をもつ氏族、 もしくは上宮王家と深い関連をもつ氏族が造営 した寺院に
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 採用されたことを明らかにした。 この背景には、 初期の古代寺院の造営では、 造瓦技術者集団がごく限
 られており、 氏族相互の強い関連をもって寺院造営が行われたことがわかる。 ここに、 瓦当文様の同箔、
 同形式 から氏族と氏族の政治的側 面を少なからずう かがう こと ができる。
 第三章は、 大和の東北部に建立された横井廃寺の造営氏族を検討した。 横井廃寺は奥山久米寺式軒瓦
 を葺いた寺院の一つで、 この寺院の瓦当箆は、 大和北部の後に平城京内にふくまれる姫寺廃寺に貸与さ
 れている。 また、その返却後に再 び横井廃寺の他の堂塔の軒瓦が寺域内に設けた瓦窯で生産されている。
 このような同萢関係と奥山久米寺式を採用 した契機からみて、 和遍系氏族のうち、 この時期に最も勢
 力を有した大宅臣氏が造営 したものとみなされる。 また、 姫寺廃寺では飛鳥寺の素弁蓮華文の創建軒瓦
 と 「土寺」 と記 した墨書土器が出土 しており、 土師氏の氏寺であること が知られ、 この時期の和遍系氏族
 と境部臣、 蘇我氏、 土師氏との深い関連を知ることができる。
 第四章では、 平群臣氏が造営 した平隆寺の軒瓦が中宮寺、 法起寺と同萢関係にあることから、 斑鳩の
 上宮王家と深い関連をもったことを述べた。 また同萢軒瓦を葺いた時期から、 平隆寺の金堂、 塔の造営
 者を具体的に検討した。
 第五章では、 飛鳥にある和田廃寺を検討した。 この寺院は、 かつて福山敏男氏の研究で葛木寺とされ
 ている。 近年、 創建期の軒瓦資料が増加 したことから、 大脇潔氏によって葛城鳥那羅が造営 した寺院と
 する見解がだされており、 この見解が軒瓦による造営開始の時期、 同箔軒瓦の分有関係からみて支持し
 うる考えであることを述べた。
 第六章は、 造営氏族を再検討することが課題となっている飛鳥の紀寺跡の検討を試みたものである。
 紀寺跡は、 長いこと紀氏が飛鳥に造営した氏寺に想定されてきた。 しか し、 伽藍が藤原京の条坊に即し
 て建立されていることが判明 したことから、 『続日本紀』 天平宝字八年六月丁未条に記す紀寺の奴婢の
 内容と整合 しないことになる。 紀寺跡からは藤原宮所用の同箆軒瓦が出土 し、 さらに紀寺に葺かれた雷
 文縁軒丸瓦は、 山背の大宅廃寺から紀寺につ ぐ最古式のものが出土することが知られる。 また、 大宅廃
 寺からは藤原宮に変形忍冬唐草文軒平瓦の瓦当箔が供給されている。 このような事実から、 大宅廃寺は
 近年の山崎信二氏の研究で、 山背に本拠地をもつ藤原氏の氏寺とみなされ、 紀寺も藤原不比等が造営に
 関与 して藤原京に造営 した寺院とみな しう る可能性が高いことを論述 した。
 第七章は、 第六章と関連をもつ論文である。 紀寺が紀氏の氏寺でないとすると、 尼寺廃寺が紀氏の氏
 寺に想定される候補の寺院とみな しう ることを同形式軒瓦によって論 じた。 この寺院は、 大和の西方、
 斑鳩の西南にあたる大和川の南に建てられた寺院で、 飛鳥の坂田寺と同範の単弁軒丸瓦、 川原寺式軒丸
 瓦で建立された寺院である。 尼寺廃寺と同形式の単弁軒丸瓦は、紀伊の紀川流域に建てられた北山廃寺、
 西国分廃寺、 最上廃寺と同形式のもので、 これを重視すると、 これらの寺院と同族関係にあった紀臣氏
 が造営した寺院に想定しうる可能性が最も高い。 この尼寺廃寺の造営によって、 紀臣氏が大和に進出し
 た際に、 平群の南地域を本拠地と したことを推測することができる。
 第八章は河内で造営された最古期の寺院である船橋廃寺の造営氏族を論 じたものである。この寺院は、
 大和川と石川との合流地の西に建立された寺院で、 戦後の!950年代に、 大和川河床から礎石や多くの軒
 瓦類が採集され、 寺院の存在が知られたものである。 この廃寺に対 し、藤沢一夫氏は墨書土器 「大家」 「玉
 井家」 によって、 玉井氏が造営 した玉井寺に想定 した。 しか し、 なお河内国府説、 官寺とする説な どがだ
 されてきた。
 船橋廃寺では、 飛鳥期の船橋廃寺式軒丸瓦のほかに、 白鳳期の西琳寺式などが採集され、 近年には飛
 鳥期の衣縫廃寺出土と同箔の素弁の高句麗系軒丸瓦、 飛鳥寺創建期の花組の素弁軒丸瓦と同箔のものが
 出土 している。 また軒瓦の大半は、 近くの土師寺跡と同苑のものが葺かれている。
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 このような同範軒瓦の関連を重視すると、 船橋廃寺の造営氏族は、 蘇我本宗家と深い関連をもち、 し
 かも土師寺の造営氏族とも深いつながりをもつ在地の有力氏族とみなされる。 船橋廃寺の遺構が河床か
 ら見つかった際に、 その周辺から土師器を焼成した窯跡が多く検出されたという報告があり、 これは三
 重県北野遺跡で土師器の焼成土坑が多く 見つかっていることから、 同様に土師器焼成土坑とみなされる
 ので、 土師器生産に関与 した氏族である土師氏の本拠地に建立された寺院で、 しかも僧寺であったこと
 を論 じた。 『日 本書紀』 には、 土師氏が蘇我馬子と深いつながりがあったことを記 しており、 創建期に飛
 鳥寺 0) 同箔軒瓦が供給された背景もよく理解できる。
 第九章は、 河内の九頭神廃寺の検討を試みたものである。 この廃寺は、 淀川流域に建立された北河内
 で最古の高句麗系軒瓦を葺く飛鳥寺院で、 他に白鳳期の雷文縁軒丸瓦が出土する。 このように北河内で
 最も早く寺院造営が行われたことは、 この地域に本拠地をもつ有力氏族が建立 したものと想定される。
 しかも、 九頭神廃寺では、 瓦積基壇が検出されており、 渡来系氏族によって造営された可能性が高い寺
 院である。 北河内の有力氏族には河内馬飼造がお り、その本拠地にこの寺院は造営された可能性が高い。
 さらに、 雷文縁複弁蓮華文軒丸瓦は、 大和の紀寺 (小山廃寺)の雷文縁複弁蓮華文の祖型となったものと
 推測されるもので、 紀寺への導入には持統天皇が関与 したものとみなされる。
 第一〇章では、 和泉で造営氏族の明らかでない著名な寺院である海会寺を検討 した。 海会寺の創建軒
 瓦は、 四天王寺の単弁軒丸瓦と同苑瓦が葺かれている。 近年、 この同箔軒瓦が大和の藤原京内にある木
 之本廃寺、 吉備池廃寺でも出土することが判明 し、 木之本廃寺式軒丸瓦と呼ばれている。 この軒瓦を葺
 いた吉備池廃寺は、 1990年代の発掘調査によって大規模な金堂、 塔な どが検出され、 紆明朝に建立され
 た百済大寺とみな して疑いないものになった。 百済大寺の造営に関与した阿倍倉橋麻呂は後に四天王寺
 の塔の造営にも関与した。 しか し、 孝徳五年、 左大臣の倉橋麻呂が没 し、 右大臣の蘇我倉山田石川麻呂
 が謀反の疑いで自害 したことから、 巨勢徳太古、 大伴長徳が左大臣、 右大臣となった。 この大伴長徳が
 四天王寺から木之本廃寺の瓦当萢を楠葉平野ll.1瓦窯から移 し、 大伴氏の本拠地の一つであったとみなさ
 れる和泉の西端部に海会寺の金堂を建立 し、 金堂に木之本廃寺の軒丸瓦を葺いたものと推測 した。
 第十一章では、 山背の高麗寺の造営氏族を検討 し、 これまで狛氏と してきたが、 そのようにはみなせ
 ないことを述べた。 また、 ここでは飛鳥寺の創建軒瓦と同箔軒瓦が出土しているが、 その後は川原寺式
 の時期まで数十年間、 他に軒瓦が出土していない。 これは、 当初に葺かれたのは寺院ではなく、 相楽館
 の中枢建物に葺かれ、 これを改修して高麗寺が造営されたものと推測した。 また、 勅願寺である川原寺
 の同範軒瓦 A を葺き、 この同萢軒瓦がさらに近江の大津宮の西北に建立した勅願寺の崇福寺に葺かれた
 ことからみて、 高麗寺も天智天皇が勅願 した寺院とみな しう る可能性が高く、 その要因を高句麗の滅亡
 に求められることを論じた。
 第十二章は飛鳥の奥山久米寺の瓦生産を行った奈良県五條市の天神山窯、 川原寺の瓦を生産した荒坂
 瓦窯、 本薬師寺の瓦を生産 した牧代瓦窯が設けられるようにいたった有機的な関連を検討 したものであ
 る。 それには、 当初、 蘇我傍系氏族の奥山久米寺の屋瓦生産がそれまでの窯業生産地であった今井古窯
 跡群の地域で行われたことが、 その後、 川原寺、 本薬師寺、 さらに藤原宮の瓦生産が行われ、 いずれも国
 家的な寺院、 都城の瓦生産へとつながることになったことを論 じた。
 第十三章では、 瓦積基壇を新旧の様式分類をもとに検討し、 この基壇外装が近江朝の時期に近江に導
 入され、 しかも渡来系氏族寺院に顕著に採用されたことを論 じたものである。
 三 近江の古代寺院と造営氏族
 近江は白村江の役の後、 大津遷都が行われたように、 政治の中心となったこともある。 畿内制が成立
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 した後は、 東山道にふくまれたが、 60 余の飛鳥、 白鳳寺院が知られ、 その数は大和につ ぐものでいる。
 第二編の第一章では、 1984年 (昭利 59) に調査された穴太廃寺の性格と造営氏族を検討 した。 ここで
 は飛鳥期と大津宮遷都期の伽藍が重複して検出された。 創建期の伽藍は北で大きく東に偏 し、 高句麗系
 の軒丸瓦が葺かれた。 また、 移建した伽藍には、 単弁蓮華文、 複弁蓮華文の軒丸瓦が葺かれた。 穴太廃
 寺は穴太村主が建立した寺院で、 この寺院の創建期の軒瓦に高句麗系軒瓦が葺かれた歴史的背景を検討
 し、 山背に本拠地をもつ渡来系氏族の秦氏の広隆寺と深い関連をもって造営されたことを述べた。
 第二章は、 大津北方の堅田地域に造営された衣川廃寺の造営氏族を検討したものである。 この寺院に
 は、 奥山久米寺式軒丸瓦が葺かれており、 この寺院が奥 ]一L1 久米寺式軒丸瓦を採用 した歴史的背景と造営
 氏族の検討を試み、 近江臣が造営したものと推測した。 また、 山背の正道廃寺の軒瓦をもとに瓦当箆が
 製作されたことからみて、 山背南部の有力氏族とのつながりをもったことが想定される。
 第三章は、 近江固有の軒瓦である湖東式軒丸瓦の性格を検討を試みたものである。 この軒丸瓦は中房
 に蓮子を環状に配 し、 単弁あるいは重弁と外区に珠文をめ ぐらすもので、 軒平瓦は重弧文の下端に指頭
 圧痕をつけるものである。 これらのうち、 軒丸瓦は朝鮮半島の百済の公州にある西穴寺蛙、 南穴寺量に
 同形式のものがあり、 この瓦当文様が採用された要因として白村江の戦いに参戦した近江愛智郡の渡来
 系氏族との関連を具体的に検討した。
 第四章では、 草津市宝光寺廃寺の性格を検討した。 この寺院では瓦積基壇が検出され、 軒瓦に輻線文
 縁軒丸瓦が出土することからみて渡来系氏族が造営 した寺院とみなされる。
 第五章では、 近江の湖北に位置する姉川流域に建てられた古代寺院の造営氏族を検討 し、 特に近年に
 調査された柿田廃寺では、 鬼面文軒丸瓦、 素弁軒丸瓦が出土しており、 新羅系の造営氏族が造営したこ
 とを想定 した。
 また第六章から第八章では、 近江の古代寺院に対するこれまでの研究の進展、 寺院の分布、 伽藍、 渡来
 系氏族の寺院が多くふくまれており、 朝鮮半島の百済、 新羅の古代寺院と関連をもつ瓦当文様が葺かれ
 たことを述べた。
 四 同箔軒瓦・同形式軒瓦と古代寺院の造営氏族
 飛鳥、 白鳳寺院には同箆軒瓦が複数の寺院に葺かれたものが少なくない。 これは瓦窯の生産力の限界
 から、 複数の寺院から屋瓦が供給されたとみなされてきた。 しか し、 奥山久米寺では、 飛鳥寺、 豊浦寺、
 和 田廃寺 の同箔軒瓦が出土する が、 それはき わめて低い比率のものである。
 このことは、 第一編第一章に記 したよう に、 寺院造営の際に、 限られた数の軒瓦を供給することに意
 義があったというよりも、 寺院造営の際に資材、 労働力な どを供給するな どの支援、 協力が行われ、 その
 ことを屋根に記念碑的にとどめることに意義があったと理解される。 また、 奥山久米寺式軒丸瓦を葺い
 た寺院では、 第一編第二章に述べたように、 奥山久米寺の造営氏族に想定される境部臣およ び上窩 三E家
 と深い関連をもつ大和、 山背の有力氏族の寺院に葺かれたものとみなされる。
 これは、 蘇我傍系氏族の境部臣および上宮王家と政治的に深い関連をもった大和、 r」一1背の有力氏族が
 葺いたものとみなされ、 同範、 同形式軒瓦の採用には、 有力氏族相互のつながり、 あるいは政治的な関連
 をともなって展開したものが少なくないものと想定されることになる。
 このように、 飛鳥期の屋瓦を生産する造瓦工人がごく 限られていた段階では、 同苑軒瓦の分有関係に
 は、 政治的な動向が少なからず反映しているものとみなされる。 これは、 初期の寺院造営では、 ごく限
 られた造瓦工人が有する技術を導入せ ざるをえない背景があったことによる。 このような関係は、 造瓦
 技術に限らず、 造営に関連する諸分野の技術に関連 したものとみなされるが、 造瓦技術に関連する資料
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 が最も多く各寺院に共通 して残されている だけにきわめて重要視されることになるのである。
 論文審査結果の要旨
 本論文は、 日本古代寺院に関する考古学と古代史学による調査・研究成果を、 総合的に検討し、 その造
 営氏族と造営体制を追究 し、 古代国家成立史の解明を目指したものである。
 本論文は、 第一編 「畿内の古代寺院と造営氏族」、 第二編 「近江の古代寺院と造営氏族」の二編で構成さ
 れる。 第一編は、 序章 「古代寺院造営氏族の研究史と方法」、 第!章 「奥山久米寺の性格と造営氏族」、 第2
 章 「同箔・同形式軒瓦からみた奥山久米寺式の展開」、 第3章 「横井廃寺の性格と造営氏族」、 第4章 「平隆
 寺の性格と造営氏族」、 第5章 「和田廃寺の性格と造営氏族」、 第6章 「紀寺の性格と造営氏族」、 第7章 「尼
 寺廃寺の性格と造営氏族」、 第8章「船橋廃寺の性格と造営氏族」、 第9章「九頭神廃寺の性格と造営氏族」、
 第 !0 章 「海会寺の性格と造営氏族」、 第 ll 章 「高麗寺の性格と造営氏族」、 第 12 章 「飛鳥の古代寺院と大
 和宇智郡の瓦窯」、 第13章「瓦積基壇考」、 付「藤原宮の造営と屋瓦生産地」、 第2編は、 第1章「穴太廃寺
 の性格と造営氏族」、 第2章 「衣川廃寺の性格と造営氏族」、 第3章 「湖東式軒丸瓦の成立年代と系譜」、 第
 4章「宝光寺廃寺の性格と造営氏族」、 第5章 「姉川流域の古代寺院と造営氏族」、 第6章「近江の古代寺院
 研究史」、 第7章 「近江の古代寺院と分布」、 第8章「近江の古代寺院の伽藍・基壇と寺域」で構成される。
 序章は、 日本古代寺院跡研究史を取りあげ、 論者の立脚点と方法を明確にする。 6世紀後葉、 百済招来
 の僧と技術集団による飛鳥寺の本格的伽藍造営後、7世紀前葉に 46 寺の建立が史料に記される。 さらに、
 半世紀後、 全国で500 をこす寺が造営されたと記される。
 こうした寺院跡の研究は、 保井芳太郎、 石田茂作による近畿地方の調査成果の提示に始まる。 !950年
 頃から飛鳥地方な ど各地で古代寺院跡の組織的調査が始まり、 伽藍の構造、 変遷、 瓦の形式・製作技術に
 関する緻密な研究が進み、 寺院の特色を追究する手掛かりが飛躍的に増大した。 蓄積された調査・研究
 成果と精緻な研究法を踏まえ、 論者は飛鳥、 大和、 河内、 和泉、 山背、 近江における古代寺院の調査に取
 り組み、 寺院研究を体系化する視点を明確にする。
 第1、 2章では奥山久米寺の造営氏族について、 蘇我傍系氏族の関わりを論 じ、 伽藍、 同萢瓦の分有、 関
 連史料の分析から、 境部臣摩理勢を特定する。 奥山久米寺式と類似する百済系瓦を出土する寺院や瓦窯
 に関わる有力氏族、 ことに渡来系氏族の居住地との関係を究明する。 この研究で箔傷、 摩耗、 彫り直し、
 瓦製作技術を入念に検討 し、 瓦範の移動、 寺院造営のプロセスなどを究明 し、 関係渡来系氏族解明の基
 本的視点とする。
 第3章では奥山久米寺式軒丸瓦を出土する奈良市横井廃寺、 姫寺廃寺、 海竜王寺な どを取りあげ、 瓦箔
 の移動から、 和魎氏、 大宅氏、 土師氏との関わりを論ずる。 姫寺廃寺と海竜王寺は、 この地域の土師氏の
 僧寺と尼寺と性格づける。 第4章では厩戸皇子・上宮王家による斑鳩の中宮寺、 法起寺と平群氏造営の
 平隆寺、 その瓦生産窯について瓦形式、 同箔関係を追究 し、 上宮王家と渡来系氏族との緊密な結 びつき
 を明らかにする。 第5章では和 田廃寺を取りあ げ、 蘇我氏と強い結 びつきをもつ葛城烏那羅の関係を指
 摘する。 第6、 7章では紀寺跡 (小山廃寺) が藤原京条坊造営後に建立されたこと、 本薬師寺と対となる配
 置から、 藤原氏の造営寺院と指摘する。 そ して紀氏の寺院と しては香芝市尼寺廃寺を指摘する。
 第8章では、大和川河床の藤井寺市船橋廃寺を検討する。その伽藍、出土瓦、土師器焼成土坑群な どから、
 この寺 が土 師氏造営の僧寺であ り、土 師寺を尼寺と論ずる。 第9章では、枚方市 九頭神廃寺を取りあ げる。
 出土高句麗系軒丸瓦の分有関係から、 河内の渡来系氏族の寺院であり、 河内馬飼造によって建立された
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 と指摘する。 第 10章では泉南市海会寺の調査成果を取りあげる。 創建瓦は木之本廃寺式で、 大伴氏によ
 る造営と推定する。 第11章では山背高麗寺を考察する。 従来の見解を退け、 川原寺式が所用瓦の主体で
 あることから、天智天皇の勅願寺と論ずる。 また、出土飛鳥寺式瓦については、相楽館所用瓦と指摘する。
 第 12章では飛鳥、 斑鳩、 河内な どの蘇我氏傍系氏族の寺院とその生産瓦窯を検討 し、 川原寺、 本薬師
 寺、 藤原宮所用瓦の生産、 供給体制への流れを考究する。 第 13章で、 檜隈寺などを飾る瓦積基壇を論ず
 る。 渡来系氏族の寺院、 ことに高句麗系瓦を葺く近江朝期造営寺院に盛行すると指摘する。 さらに、 付
 章で、 藤原宮所用瓦の国家的生産体制についてふれる。 7世紀前、 中葉の瓦生産体制を踏襲 し、 新たな大
 規模生産体制が模索される。 平城宮造瓦体制はこう した体制からの発展と指摘する。
 第二編では、 第1章で穴太廃寺の変遷、 下層の渡来系氏族の集落との関係、 第2章で衣川廃寺の伽藍と
 高句麗系瓦を論ずる。 第3章で、 琵琶湖東岸に分布する湖東式瓦を取りあげ、 大通寺跡など百済寺院と
 の系譜関係を指摘する。 また、 第4章では宝光寺廃寺の川原寺式瓦、 琵琶湖西岸の大津宮周辺における
 飛鳥・白鳳寺院跡と渡来系氏族との関わりを追究する。 第5章では、 湖北に分布する新羅系瓦の寺院を
 論ずる。 そ して、 第6章から第8章で、 近江古代寺院と渡来系氏族との緊密な結 びつきを明確にし、 古代
 国家成立期における近江の地域的特性、 重要性を論ずる。
 このように、 論者は、 飛鳥・白鳳時代の近畿地方寺院跡の膨大な資料を詳細に分析 し、 瓦形式、 瓦当苑
 の共通性、 消耗・破損、 彫り直しによる簿の変形、 造瓦技術、 胎土の共通性などから、 寺院所用瓦の精緻
 な型式学的研究を展開 し、 瓦箔の移動、 配布、 造瓦工人集団の移動な どを追究 し、 寺院造営氏族の比定を
 実証的に進める。 ことに、 飛鳥寺造営後の主要古代寺院に関わった氏族として蘇我傍流氏族、 秦氏、 葛
 城氏、 平群氏、 土師氏などを具体的に比定する。 そしてこの時期の瓦生産、 供給体制、 瓦形式の分有関係
 が7世紀の律令国家形成期の政治的動向を強く反映 していることを明確にした。 論者は、 斬新な視点と
 的確な研究法によって、 膨大な考古資料と文献史料の研究成果を総合的に分析、 考究 し、 古代寺院研究
 にと どま らず、 古代国家成立史の研究を大きく前進させた。
 その論旨は極めて実証的、 説得的で、 本論考は、 斯界の発展に寄与するところ大である。 よって、 本論文
 の提出者は、 博士 (文学) の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる
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